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事業の背景と目的 

 （１）背景 
町の資源を生かし、そば店主・そば好きの愛好者・そば生産者等と町が一体と

なり、町の現状や課題を整理し、全国から認識されている「そば」を中心とした

「食」や「体験型観光」等の新たな観光資源や商品開発への取り組みを行い、多

くの観光客に大石田ならではの「もてなし」とお客様のニーズに対応した「そば」

等の提供により、町の活性化を図るとともに地域リーダーの育成を推進する必要

がある。 
（２）目的 
   当町の良いところ・悪いところ・改善すべきところ等を様々な角度から現状や

課題を整理し情報を共有し、先進的な事例等の情報を得たりし、相互研修を通じ

て自己啓発と新しいコミュニケーション手法を体得する。 
また、「そば」を中心とした「食」や「体験型観光」等をキーワードとして、

課題解決の方策や実施可能な事項を具体的、且つ、積極的に提案することにより、

町全体の活性化、交流人口の増加と経済効果が図られる。 
目的達成には、地域リーダーの役割は大きく、更なるリーダーの育成が必要不

可欠であり、地域住民と町の連携を密にし、住民の自らの発想を引き出すことに

より、町の特徴ある発展が可能となり、町全体の再生と活性化が図られる。 



地域づくり活動のあり方の概念図 

 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域再生を担う人づくり支援調査事業 

 ※地域及び各種団体等の研修と 
人材育成 

町の現状と問題点の把握 

  ・良いところ、悪いところ 
大石田町活性化検討協議会 

 ※現状と地域資源の把握 

情報の共有 

・新たなもの 
・従来からのもの 

住民と行政の連携 

・話し合い 

大石田町活性化検討協議会 

大石田そば振興会等 

※課題の整理と提案 
※課題の整理 
 ・町と地域の役割 
 ・新たな事業と資源の活

用方法 
 ・組織体制 
 ・財源、人材 
 ・地域づくりのビジョン 

課題の解決

・目標設定 
・提案 

実   施（提案） 

手法として「自立と協働」 
・行政がしなければならないもの 
・住民が自ら行うもの 

検証及び修正 

町の活性化（町の再発見）町民としての喜び 

意

見

交

換 



具体的な提案事項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


